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2025議会だより

実り豊かな生活文化都市

P ６ 6 月定例会で決まったこと
P11 市長の行政報告
P12 一般質問に６議員
P15 委員会レポート
P17 山梨県市議会議長会表彰
P18 市民の談話室・編集後記

中央市誕生20周年に向けて議員一同
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平
成
18
年
2
月

　
初
議
会
を
開
会

当
時
の
議
員
数
は
旧
町
村
の
全
議
員
43
人

市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
や
市
議
会

会
議
規
則
な
ど
198
件
の
条
例
を
可
決

平
成
18
年
5
月

　
議
会
だ
よ
り
創
刊
号
を
発
行

平
成
19
年
2
月

　
合
併
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙

22
人
が
当
選

平
成
19
年
6
月

　
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
制
定

議
員
１
人
月
額
１
万
円
　
使
途
は
明
確
に
！

現
在
は
政
務
活
動
費
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

平
成
20
年
3
月

　
庁
舎
内
の
テ
レ
ビ
に
本
会
議
の
様
子
を

　
放
映
開
始

現
在
は
本
館
正
面
入
口
付
近
の
ロ
ビ
ー
に
て

視
聴
で
き
ま
す

平
成
20
年
9
月
　

　
議
会
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置

議
会
運
営
や
議
会
議
員
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、

常
に
議
会
の
発
展
を
目
指
し
て
い
る

平
成
21
年
9
月

　
中
央
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
規
程
を
制
定

市
民
の
奉
仕
者
と
し
て
公
正
で
民
主
的
な
市
政
発
展
に
尽
く
す

平
成
22
年
3
月

　
議
員
定
数
を
22
人
か
ら
18
人
に
変
更

平
成
23
年
3
月

　
一
般
質
問
の
完
全
一
問
一
答
方
式
へ
見
直
し

市
当
局
と
活
発
な
議
論
を
行
う
た
め
議
場
に
質
問
席
を
設
置

傍
聴
者
へ
一
般
質
問
通
告
書
の
写
し
の
貸
出
を
開
始

平
成
26
年
3
月

　
観
測
史
上
最
大
の
大
雪
に
よ
る
雪
害

　
緊
急
対
策
事
業
を
可
決

2
億
円
以
上
を
追
加
補
正

平
成
26
年
6
月

　
庁
舎
整
備
特
別
委
員
会
を
設
置

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

平
成
27
年
7
月

　「
市
民
と
議
会
の
対
話
集
会
」
を
初
開
催

自
治
会
長
を
対
象
と
し
、
中
央
市
の
少
子

高
齢
化
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

平
成
27
年
11
月

　
被
災
地
を
視
察

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
宮
城
県
名
取
市
や

9
月
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
茨
城
県
常
総
市
の
鬼
怒
川
を
視
察

平
成
28
年
１
月

　
山
梨
県
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

　
議
会
広
報
紙
部
門
（
市
部
）
で

　
中
央
市
議
会
だ
よ
り
№
39
が

　
奨
励
賞
を
受
賞

平
成
28
年
2
月

　
中
央
市
制
10
周
年

平
成
30
年
3
月

　
中
央
市
議
会
会
議
録

　
検
索
シ
ス
テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

令
和
元
年
5
月

　
新
元
号
と
と
も
に
中
央
市
の
新
た
な

　
出
発
点
を
迎
え
る

市
庁
舎
完
成
に
伴
う
市
役
所
機
能
の
移
転
、

既
存
の
南
館
改
修
工
事
が
始
ま
る

令
和
元
年
11
月

　
議
場
へ
の
車
い
す
昇
降
機
を
設
置

車
い
す
の
ま
ま
本
会
議
を
傍
聴
で
き
る
よ
う
に

車
い
す
専
用
の
リ
フ
ト
を
新
設

令
和
2
年
5
月

　
中
央
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定

災
害
等
発
生
時
、
議
会
や
議
員
は
何
を
す
べ
き
か

ル
ー
ル
を
明
確
化

　　
議
員
提
出
議
案
を
可
決

感
染
症
対
策
の
財
源
と
す
る
た
め
、

議
員
報
酬
を
減
額
し
、
政
務
活
動
費
を
不
交
付

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
特
別
委
員
会
を
設
置

議
員
提
言
と
し
て
市
当
局
へ
提
出

令
和
3
年
～
5
年

　
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
議
会
運
営
の
対
策
を
協
議

議
員
協
議
会
を
委
員
会
室
か
ら
議
場
に
変
更

議
場
の
各
席
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
、

傍
聴
席
へ
の
入
場
を
一
部
制
限

定
期
的
な
換
気
と
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
等

令
和
6
年
2
月

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
「
市
民
と
議
会
の
対
話
集
会
」
が

　
4
年
ぶ
り
に
復
活

自
治
会
長
を
対
象
に
自
治
会
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

令
和
6
年
5
月

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

令
和
6
年
12
月

　
議
員
定
数
は
現
状
維
持
の
18
人
に
決
定

議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
長
期
間
議
論
を

重
ね
、
地
域
住
民
の
声
を
十
分
に
反
映
で
き
る

現
在
の
議
員
数
が
適
正
と
さ
れ
た

令
和
7
年
2
月

　
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入

会
議
資
料
は
全
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
閲
覧

可
能
と
な
る
新
た
な
議
会
運
営
が
始
ま
る

‥
‥
創
刊

100
号
へ
！

こ
れ
か
ら
も
中
央
市
議
会
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、

市
制
へ
の
深
い
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て

さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
ま
す
。

旧田富町、旧玉穂町、旧豊富村が平成18年2月20日に合併して誕生した中央市。
中央市議会も令和8年に20周年を迎えようとしています。
中央市議会では、これまでのあゆみを振り返り、さらなる発展を目指していきます！
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　YSKe-comシルクパークは、公式
試合が開催されるほどの本格的な

サッカー場となっており、令和6年度は延べ
1,200団体、約65,000人が利用されました。

　成島地区には、県内最大級の新たな物流拠点
となるロジパークが令和4年9月に完成。
　市議会では、主に水災害等防災対策として、
避難施設や支援協力などの防災拠点のあり方に
ついて協議してきました。

　道の駅とよとみは、平成21年に全国
直売所甲子園で、初代グランドチャンピ
オンに輝き、現在も県内外からの来客で
にぎわっています。

　観光の拠点として、より多くの
にぎわいを創出するため、市議会
では調査研究を行っています。

玉 穂 　山梨大学医学部附属病院
の周辺は大型商業施設が

オープンし、まわりには多くの住宅
が立ち並ぶようになっています。

豊 富

令和６年７月にリニューアルオープンしたシルクふれんどりぃ

中央市議会だより 4



　中央市は、新山梨環状道路の整備促進や中部横断自動車道の山梨・静岡間の全面開通や
リニア中央新幹線の開通、その山梨県駅が隣接することで、市全体の活性化が期待されて
います。
　山梨大学医学部付属病院や大型商業施設がある一方、農業が盛んで、トマトやスイート
コーンは県内有数の産地であるなど、都市空間と田園風景の調和にも優れています。
　市議会では、中央市の発展に向けて数多くの議論を積み重ね、市当局に要望や提言を
行ってきました。これからも、飛躍的に進化を続ける中央市のまちづくりを目指していき
ます。

　合併時は、旧田富・玉穂・豊富の各庁舎にそれぞれ行政機能が分かれていましたが、現在、田富庁舎

（本庁舎）は行政の中心、旧玉穂庁舎は子育て支援拠点、旧豊富庁舎は地域交流・観光などの複合施設

として、最大限に活用されています。

　市議会では特別委員会を設置し、主に事業コスト・水災害等の安全対策・庁舎内の機能面確保・

スペースの活用等、市民に寄り添ったさまざまな議論を重ね、市当局へ要望・提言をしてきました。

　リニア中央新幹線が本市の
東西を通過することから、市

議会では、リニア中央新幹線対策特別
委員会を設置し、田富北小学校の移転
場所や電磁波・騒音等の影響、日照問題
など調査研究・議論を重ねてきました。

　令和4年4月から一部利用ができる
ようになった中央市総合防災公園は、
各種スポーツ広場、子どもたちの遊びの
広場、散歩コースなどとして、幅広い
年代の方々の交流の場になっています。

田 富

令和５年に新しく竣工された田富北小学校

進化を続ける中央市

豊富放課後児童クラブ子育て支援センター子育て支援センター本庁舎

中央市議会だより5



　６月定例会が６月１２日から６月２４日までの１３日間の会期で開催され、市長提案の

専決処分（条例関係）２案件、補正予算１案件、その他２案件、また、請願２件、意見書１件を

審議しました。

　また、予算繰越や和解及び損害賠償など報告案件８件が報告されました。

176億461万円に

令和７年度 一般会計補正予算（第１号）

4億4,884万円を増額総額

主な内容主な内容

（１万円未満は四捨五入しています）

主 な 条 例 案

○ 軽自動車税種別割の標準税率にかかる二輪車の税率区分を
　 見直します。

●専決処分の承認を求める件（中央市税条例中改正の件）
　（施行日　令和７年４月１日）

主な改正内容

・軽自動車税種別割の標準税率の区分の見直しに伴い、税率区分を改めるもの。
・軽自動車税種別割の標準税率の区分の見直しに伴い、減免申請書の記載事項に係る規定
を整備するもの。

・マイナ免許証の運用開始に伴い、減免申請時の運転免許証の提示義務に係る規定等を整
備するもの。

・特定マンションに係る特例について、申請書の提出が無い場合でも、一定の要件に該当
すると認められる場合には、特例を適用できることとする規定を新設するもの。

○ 負担能力に応じた保険税負担を求める国の方針に従い、
　 医療保険分及び後期高齢者支援金分の限度額を引き上げます。
　 また、低所得世帯に対する軽減判定所得を引き上げ、基準を
　 緩和します。

●専決処分の承認を求める件（中央市国民健康保険税条例中改正の件）
　（施行日　令和７年４月１日）

主な改正内容

・医療保険分に係る課税限度額を66万円（現行65万円）に、後期高齢者支援金分に係る
課税限度額を26万円（現行24万円）に引き上げるもの。

・低所得世帯に対し被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減する基準について、５割
軽減・２割軽減世帯の所得判定基準を、軽減基準を算定する際の被保険者等の数に乗ず
るべき金額を５割軽減では30万５千円（現行29万５千円）に、２割軽減では56万円
（現行54万５千円）に引き上げるもの。

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

○農林水産業費
　農業振興費 ３７５万円
　（新規就農者等の機械・施設の導入等の支援事業）

　    

○土木費
　道路橋梁維持事業 ６,８０５万円
　（浅利川沿い道路舗装やガードレール補修及び
　  山宮２号橋等の橋梁塗装塗替工事）

　公園管理費 １億２,１１０万円
　（総合防災公園内のサッカーエリアの人工芝化
　  工事等）

　    

○教育費
　学校長寿命化等推進事業（小学校）
 １，８５２万円
　（田富小学校の校舎改修後の備品や情報機器類の
　  移設及び新たな校舎用備品等の購入）

○総務費
　行政事務電算化事業費 ７９８万円
　（市税等通知書データ作成のシステム改修やマイ
　  ナンバーカードを活用した医療費助成システム改修）

　物価高騰対応重点支援給付金給付事業
　（不足額給付分) ２億２４５万円
　（令和６年度に実施した調整給付における給付額に
　  不足が生じる場合の追加給付） 

　    

○民生費
　高齢者補聴器購入費補助事業 ２５８万円 
　    

○衛生費
　予防接種事業 １,４０４万円
　（高齢者等における新型コロナウイルスワクチンの
　  接種費用の一部助成）

　飼い主のいない猫の不妊・去勢
　　　　　　　手術費助成金事業 １５１万円

中央市議会だより 6



中央市議会だより

　６月定例会が６月１２日から６月２４日までの１３日間の会期で開催され、市長提案の

専決処分（条例関係）２案件、補正予算１案件、その他２案件、また、請願２件、意見書１件を

審議しました。

　また、予算繰越や和解及び損害賠償など報告案件８件が報告されました。

176億461万円に

令和７年度 一般会計補正予算（第１号）

4億4,884万円を増額総額

主な内容主な内容

（１万円未満は四捨五入しています）

主 な 条 例 案

○ 軽自動車税種別割の標準税率にかかる二輪車の税率区分を
　 見直します。

●専決処分の承認を求める件（中央市税条例中改正の件）
　（施行日　令和７年４月１日）

主な改正内容

・軽自動車税種別割の標準税率の区分の見直しに伴い、税率区分を改めるもの。
・軽自動車税種別割の標準税率の区分の見直しに伴い、減免申請書の記載事項に係る規定
を整備するもの。

・マイナ免許証の運用開始に伴い、減免申請時の運転免許証の提示義務に係る規定等を整
備するもの。

・特定マンションに係る特例について、申請書の提出が無い場合でも、一定の要件に該当
すると認められる場合には、特例を適用できることとする規定を新設するもの。

○ 負担能力に応じた保険税負担を求める国の方針に従い、
　 医療保険分及び後期高齢者支援金分の限度額を引き上げます。
　 また、低所得世帯に対する軽減判定所得を引き上げ、基準を
　 緩和します。

●専決処分の承認を求める件（中央市国民健康保険税条例中改正の件）
　（施行日　令和７年４月１日）

主な改正内容

・医療保険分に係る課税限度額を66万円（現行65万円）に、後期高齢者支援金分に係る
課税限度額を26万円（現行24万円）に引き上げるもの。

・低所得世帯に対し被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減する基準について、５割
軽減・２割軽減世帯の所得判定基準を、軽減基準を算定する際の被保険者等の数に乗ず
るべき金額を５割軽減では30万５千円（現行29万５千円）に、２割軽減では56万円
（現行54万５千円）に引き上げるもの。

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

○農林水産業費
　農業振興費 ３７５万円
　（新規就農者等の機械・施設の導入等の支援事業）

　    

○土木費
　道路橋梁維持事業 ６,８０５万円
　（浅利川沿い道路舗装やガードレール補修及び
　  山宮２号橋等の橋梁塗装塗替工事）

　公園管理費 １億２,１１０万円
　（総合防災公園内のサッカーエリアの人工芝化
　  工事等）

　    

○教育費
　学校長寿命化等推進事業（小学校）
 １，８５２万円
　（田富小学校の校舎改修後の備品や情報機器類の
　  移設及び新たな校舎用備品等の購入）

○総務費
　行政事務電算化事業費 ７９８万円
　（市税等通知書データ作成のシステム改修やマイ
　  ナンバーカードを活用した医療費助成システム改修）

　物価高騰対応重点支援給付金給付事業
　（不足額給付分) ２億２４５万円
　（令和６年度に実施した調整給付における給付額に
　  不足が生じる場合の追加給付） 

　    

○民生費
　高齢者補聴器購入費補助事業 ２５８万円 
　    

○衛生費
　予防接種事業 １,４０４万円
　（高齢者等における新型コロナウイルスワクチンの
　  接種費用の一部助成）

　飼い主のいない猫の不妊・去勢
　　　　　　　手術費助成金事業 １５１万円
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その他の案件

○ 動産取得の件
・取得する動産 ：学習者・指導者用端末　2,840台
・取 得 金 額 ：152,763,600円
・取得の相手方 ：株式会社エーティーエルシステムズ

○ 契約締結の件
・工 　 事 　 名 ：中央市立田富第二・田富第三統合保育園建設（建築主体）工事
・工 事 場 所 ：中央市西花輪地内
・契 約 金 額 ：561,000,000円
・工 事 概 要 ：新営建築工事　一式
   （園舎）鉄骨造　２階建て　延床面積 1433.20㎡
   （倉庫）鉄骨造　平屋建て　延床面積  21.16㎡   ２棟
・契約の相手方 ：長田組土木・興龍社中央市立田富第二・田富第三統合保育園建設
   （建築主体）工事共同企業体
・契 約 の 方 法 ：一般競争入札（事後審査型条件付き）

報 告 案 件

○ 令和６年度予算で計上された事業の内、２７の事業について
　 令和７年度へ繰越をすることが報告されました。

・物価高騰対策給付金給付事業（住民税非課税世帯） ・・・・・・・ １億１１万円
・地域密着型サービス拠点施設整備事業 ・・・・・・・ ３,９６０万円
・保育園施設整備事業 ・・・・・・・ １,９８０万円
・“心”あるまちへ！活性化キャンペーン商品券事業 ・・・・・・ １億8,074万円
・玉穂中央通り線整備事業 ・・・・・・・ ４,７８２万円

■繰越する主な事業は以下のとおりです。

（一般会計予算繰越明許・一般会計予算事故繰越・一般会計予算継続費の逓次繰越・
 簡易水道事業会計予算繰越・公共下水道事業会計予算繰越・農業集落排水事業会計
 予算繰越・上水道事業会計予算繰越）

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と
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○ 請願第１号　「再審法改正を求める意見書」採択に関する請願書

請 願 審 査

・請 願 者 山梨県弁護士会　会長 大西　達也
・紹介議員 有泉　誠
・請願要旨 　えん罪被害者を一刻も早く救済するために、再審法（刑事訴訟法の再審規

定）が改正されるよう以下の請願事項に基づき、地方自治法第99条の規定に
より、国の関係機関へ意見書を提出するよう請願するもの。

 　請願事項
 １　再審請求手続における手続規定の整備
 ２　再審請求手続における証拠開示の制度化
 ３　再審開始決定に対する検察官による不服申立ての禁止

・審議結果 採択

○ 請願第２号　訪問介護報酬の引下げ撤回と介護報酬引上げの
 再改定を早急に行うことを国に求める意見書提出に関する請願書

・請 願 者 山梨県社会保障推進協議会 　 会　長 梅北　和一
 一般社団法人 山梨県介護福祉士会 会　長 甘利　俊明
 認知症の人と家族の会 山梨県支部 代表者 田村　一貴
 山梨健康友の会 　　　　　　　 会　長 望月　優
 山梨県民主医療機関連合会 　　 会　長 平田　理
・紹介議員 木下　友貴
・請願要旨 　2024年の介護報酬改定で訪問介護の基本報酬が引き下げられ、このまま

では在宅介護が続けられず「介護崩壊」を招き、在宅介護の基盤が壊滅的に
なる恐れがある。

　　　　　　 　また、訪問介護の人手不足は深刻で、ヘルパーの有効求人倍率は高止まり
となっており、介護従事者の給与は常勤でも全産業平均を下回り、人手不足
に拍車をかけている。

 　厚労省の調査において約６割の訪問介護事業所が減収となった結果からも
明らかであり、このままだと訪問介護事業の存続が危ぶまれ、要介護になっ
ても在宅で安心して暮らし続けることも困難となることから、在宅介護の基
盤を守るため、訪問介護報酬の引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を
早急に行うことについて、地方自治法第99条に基づき、国の関係機関へ意見
書を提出するよう請願するもの。

・請願審査結果  継続審査

[審査ポイント]
　　６月16日に行われた厚生常任委員会において、付託された請願内容を審査し、市議会
　として介護報酬における現状の調査・研究を行わずに本請願内容を採決することは時期
　尚早ではないかとの意見があり、継続審査とすることに決定しました。

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と
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6 月 定 例 会 で 決 ま っ た こ と

定例会審議結果 ○賛成　×反対　（金丸　俊明 議長を除く）

種別 案　件　名

副 

議

長

フ ォ ー ラ ム
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会
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村
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有
泉
　
誠

内
藤
　
巧

山
村
　
一

江
間
政
雄

新
海
一
芳

田
中
輝
美

木
下
友
貴

薬
袋
　
正

　第2回定例会
専決
処分

税条例中改正の件
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承

認国民健康保険税条例中改正の件

令和
7年度
補正
予算

一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

その他
動産取得の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決契約締結の件

請願「再審法改正を求める意見書」採択に関する請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採
択

意見書 再審法改正を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

・提出議員　 志村　勇　・賛成議員　 福田　清美、笹本　昇、木下　友貴、山村　一、井口　貢

再審法改正を求める意見書

　えん罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。えん罪被害者の人権救済は、人権国家を標ぼうするわが国にとって

はもちろん、地域住民の人権を護る義務を有する地方自治体にとっても重要な課題といえる。

　ところで、えん罪被害者を救済するための制度としては「再審」がある。しかし、その手続を定めた法律(刑事訴訟法第四

編「再審」)には、再審請求手続の審理のあり方に関する規定がほとんどなく、裁判所の広範な裁量に委ねられている。この

ように、いわば 「再審のルール」が存在しない状態となっているため、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当する裁

判官によって区々となっており、再審請求手続の審理の適正さが制度的に担保されず、公平性も損なわれている。

　その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。過去の多くのえん罪事件では、警察や検察庁といった

捜査機関の手元にある証拠が再審段階で明らかになって、それがえん罪被害者を救済するための大きな原動力となっている。

したがって、えん罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元にある証拠を利用できるよう、これを開示させる仕組みが

必要であるが、現行法にはそのことを定めた明文の規定が存在せず、再審請求手続において証拠開示がなされる制度的保障

はない。そのため、裁判官や検察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情であって、このよう

な格差を是正するためには、証拠開示のルールを定めた法律の制定が不可欠である。

　しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行う事例が相次いでおり、えん罪被害者の速やかな救

済が妨げられている。しかし、再審開始決定は、裁判をやり直すことを決定するにとどまり、有罪・無罪の判断は再審公判

において行うことが予定されており、そこでは検察官にも有罪立証をする機会が与えられている。したがって、 再審開始決

定がなされたのであれば、速やかに再審公判に移行すべきであって、再審開始決定という、いわば中間的な判断に対して検

察官の不服申立てを認めるべきではない。

　よって、えん罪被害者を一刻も早く救済するために、再審法を速やかに改正すべきである。

意見書の提出

・提 出 先 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣
令和７年６月24日 可決
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動
き
が
報
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
本
市
と

い
た
し
ま
し
て
も
引
き

続
き
そ
の
動
向
を
注

視
し
、
必
要
な
施
策
を
展
開
し
て
参

り
ま
す
。

　　
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
に
つ
い
て

　　
人
気
ロッ
ク
バ
ン
ド
「
マ
カ
ロ
ニ
え
ん

ぴ
つ
」
で
ボ
ー
カ
ル・ギ
タ
ー
を
務
め
る
、

本
市
出
身
の
はっ
と
り
さ
ん
は
、
三
村

小
学
校
、
玉
穂
中
学
校
を
ご
卒
業
さ

れ
、
２
０
１
２
年
「
マ
カ
ロニ
え
ん
ぴ
つ
」

を
結
成
、
特
に
若
い
世
代
か
ら
絶
大

な
人
気
を
集
め
、
２
０
２
１
年
の
日
本

レ
コ
ー
ド
大
賞
で
は
、
最
優
秀
新
人
賞

を
受
賞
し
、
翌
年
に
は
、
楽
曲
「
な

ん
で
も
な
い
よ
、」
が
、
優
秀
作
品
賞

に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
４
月
９
日
、
委
嘱
式
を
執
り
行
い
、

は
っ
と
り
さ
ん
か
ら
は
「
中
央
市
で
培

った
も
の
や
環
境
な
ど
、
全
て
が
繋
がっ

て
今
に
至
って
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

中
央
市
、
そ
し
て
山
梨
の
皆
さ
ん
の
誇

り
と
な
れ
る
よ
う
、
音
楽
活
動
を
通

じ
て
活
躍
し
て
い
き
た
い
」
と
ご
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
っ
と
り

さ
ん
に
は
大
使
の
名
刺
を
贈
り
、
市
の

Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
市

制
施
行
20
周
年
記
念
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

ション
事
業
と
し
て
、
マ
カ
ロニ
え
ん
ぴ
つ

の
楽
曲
を
活
用
し
た
施
策
を
検
討
し
、

本
市
の
情
報
発
信
等
に
も
繋
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
は
っ
と

り
さ
ん
と
マ
カ
ロニ
え
ん
ぴ
つの
活
動
に
、

ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　　
ス
ポ
ー
ツ
を
基
軸
と
し
た
ウ
ェ
ル

　
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
に
関
す
る
連
携

　
協
定
に
つ
い
て

　　
こ
の
協
定
は
、
㈱
ヴ
ァン
フ
ォ
ー
レ
山

梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
及
び一般
社
団
法
人

ヴ
ァン
フ
ォ
ー
レ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
三

者
協
定
に
よ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
あ
る
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
と
連
携
し
、
本
市
の
さ
ら
な
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
み
、
市
民
の
ウ

ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
心
身
の
健
康
や
幸
福

度
の
充
実
等
を
目
指
す
も
の
で
す
。

３
月
12
日
に
締
結
し
、同
月
20
日
に
は
、

ヴ
ァン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
外
国
人
選
手
の

皆
さ
ま
と
市
内
の
外
国
籍
児
童
・
生

徒
と
の
交
流
イ
ベン
ト
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
、
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
ウェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
充
実
に
向
け
て
、
さ

ら
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　　
昨
年
５
月
21
日
、
本
市
は
㈱
柳
正

堂
書
店
様
と
「
売
上
収
益
の一
部
の

寄
附
に
つ
い
て
の
覚
書
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
内
容
は
、柳
正
堂
書
店
イ
オ
ン
タ
ウ

ン
山
梨
中
央
店
で
の
書
籍
等
の
販
売
１

点
に
つ
き
10
円
を
、翌
年
度
、企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
ご
寄
附
い
た
だ

く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
４
月
24
日
、柳
正
堂
書
店
様

か
ら
こ
の
覚
書
に
基
づ
く
令
和
６
年
度

分
の
販
売
実
績
に
伴
い
、１
７
２
万
８
，

１
７
０
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
謝
状
を
贈
呈
し
、感
謝
の
意

を
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

事
業
は
本
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
る

な
ど
、
た
いへ
ん
意
義
深
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
寄
附
は
、
柳
正
堂
書

店
代
表
取
締
役
社
長
大
塚
茂
様
の
ご

意
向
に
基
づ
き
、
学
校
図
書
室
の
図

書
更
新
費
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

し
ん

定例会

市
長
の

　行
政
報
告

６
定例会
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福
田
　
清
美 

議
員

内
藤
　
　
巧 

議
員

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
に
つ
い
て

中
央
市
な
ら
で
は
の
印
象
的
な

ス
ポ
ッ
ト
創
出
へ
の
検
討
は

公
園
を
中
心
と
し
た
周
辺
一
体
の
活
用
方

法
を
探
り
、
よ
り
効
果
的
な
方
策
に
つ
い

て
検
討
す
る

立
ち
寄
り
を
動
機
づ
け
る
仕
掛
け
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く

問
：
シ
ル
ク
の
里
公
園
の
ハ
ン
モ
ッ
ク

遊
具
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
設

置
の
見
通
し
と
、
３
歳
未
満
の
こ
ど
も

た
ち
へ
配
慮
し
た
遊
具
の
設
置
や
大
人

の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
健
康
遊

具
の
設
置
は
。

答
：
公
園
を
中
心
と
し
た
周
辺
一
帯

の
活
用
方
法
を
探
る
こ
と
と
し
、
ハ

ン
モ
ッ
ク
遊
具
を
撤
去
し
た
空
き
ス

ペ
ー
ス
へ
の
遊
具
の
設
置
、
３
歳
未

満
の
こ
ど
も
た
ち
へ
配
慮
し
た
遊
具

の
設
置
、
大
人
の
健
康
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
健
康
遊
具
の
設
置
も
含
め
、

よ
り
効
果
的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問
：
木
製
遊
具
の
設
置
に
関
す
る
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
の
活
用
は
。

答
：
森
林
環
境
譲
与
税
を
ナ
ラ
枯
れ

被
害
対
策
事
業
や
木
材
普
及
・
啓
発

活
動
に
活
用
し
、
今
後
の
森
林
整
備

問
：
オ
ー
ト
バ
イ
神
社
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
設
置
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
や
季
節

に
要
因
し
な
い
通
年
型
の
集
客
力
を

持
つ
ま
ち
づ
く
り
へ
、
中
央
市
な
ら
で

は
の
ス
ポ
ッ
ト
創
出
へ
の
検
討
は
。

答
：
今
年
度
は
、
中
央
市
が
誕
生
し

て
20
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
あ
る

た
め
、
記
念
事
業
を
盛
大
に
実
施
す

る
こ
と
に
加
え
、
年
間
を
通
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
時
期
以
外
に
も
通
年
型
の

集
客
を
見
込
み
、
持
続
的
な
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
豊
か
な
自
然
や
特
産

物
な
ど
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
観
光
の
拠
点
と
な
る

場
所
に
多
く
の
人
が
集
ま
れ
ば
、
よ

り
多
く
の
収
入
源
に
な
る
。
今
後
は
、

経
費
を
削
減
す
る
こ
と
だ
け
に
注
視

す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
収
入
の

確
保
の
為
、
新
た
な
交
流
人
口
の
確

や
災
害
に
備
え
る
た
め
、
基
金
に
積

み
立
て
を
し
て
い
る
。
こ
の
財
源
を

活
用
し
て
木
製
遊
具
を
設
置
す
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

問
：
里
山
再
生
事
業
等
の
施
策
を
進
め

た
ら
ど
う
か
。

答
：
里
山
再
生
事
業
と
は
、
社
会
経

済
環
境
の
変
化
に
伴
い
手
入
れ
が
行

き
届
か
ず
、
荒
廃
が
進
み
森
林
の
持

つ
多
様
な
公
益
的
機
能
が
十
分
に
発

揮
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
森
林
を
保
全
し
地
球

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の
事
業
と

な
る
の
で
、
こ
う
し
た
趣
旨
に
賛
同

し
た
森
林
所
有
者
の
協
力
の
も
と
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

集
ま
り
里
山
を
再
生
さ
せ
る
も
の
と

な
る
の
で
、
対
応
し
て
い
く
。

市の考えを問う

一般質問

保
策
と
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
発

掘
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　「
道
の
駅
と
よ
と
み
」
の
立
地
は
、

国
道
１
４
０
号
線
沿
い
に
あ
り
、
中

央
自
動
車
道
や
、
中
部
横
断
道
と
の

ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
オ
ー
ト
バ
イ
と

い
う
視
点
は
、
非
常
に
有
効
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
オ
ー
ト
バ
イ
神
社
の

設
置
は
、
鳥
居
・
賽
銭
箱
・
祠
の
宗

教
性
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
全
国

に
お
け
る
今
日
の
事
例
を
見
な
が
ら

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

等
は
、
立
ち
寄
り
を
動
機
づ
け
る
仕

掛
け
づ
く
り
と
し
て
、
指
定
管
理
者

と
検
討
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
福
田
清
美
　
議
員

　
小
池
章
治
　
議
員

中央市議会だより 12



一　般　質　問

中
沢
　
美
恵 

議
員

田
中
　
輝
美 

議
員

ご
み
集
積
所
に
つ
い
て

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る

補
助
制
度
の
導
入
は

全
て
の
転
入
者
に
ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
他
市
の
事
例

等
を
参
考
に
調
査
、
研
究
し
て
い
く

問
：
ご
み
集
積
所
の
現
状
は
。

答
：
ご
み
集
積
所
は
、
自
治
会
の
申

請
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ご
み
集

積
所
を
増
や
す
と
き
の
手
続
き
は
、
自

治
会
内
で
世
帯
数
の
増
加
や
、
開
発
等

で
分
譲
さ
れ
集
積
所
を
新
規
に
設
置
す

る
場
合
は
、
市
民
環
境
課
へ
「
ご
み
集

積
所
設
置
申
請
書
」
を
提
出
し
、
設
置

場
所
が
適
し
て
い
れ
ば
許
可
し
、
設
置

す
る
。
ご
み
集
積
所
に
は
、「
ル
ー
ル

か
ら
外
れ
た
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
る
」、

「
地
区
外
の
通
り
が
か
り
の
人
が
通
勤

途
中
な
ど
に
出
し
て
い
く
」、「
収
集
日

が
守
ら
れ
て
い
な
い
」
な
ど
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ご
み
出
し
ル
ー

ル
の
周
知
は
、
転
入
し
て
来
た
方
に

は
、
国
籍
を
問
わ
ず
全
て
の
転
入
者
に

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

い
る
。
外
国
籍
の
方
で
必
要
な
場
合
は

窓
口
の
通
訳
者
を
通
し
て
説
明
し
て
い

問
：
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支
援

に
つ
い
て
。

答
：
本
市
で
は
、
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
取

組（
自
助
）、
地
域
の
取
組（
共
助
）、
行

政
の
取
組（
公
助
）
が
相
互
に
連
携
す

る
こ
と
で
、
一
層
大
き
な
効
果
を
発
揮

す
る
と
の
認
識
の
下
、
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
に
く
い
地
域
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

き
た
。「
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
対
す
る
補
助
制
度
の
導
入
」
は
、
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
家
庭

用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
犯
罪
防

止
効
果
も
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
犯

罪
抑
止
力
の
向
上
や
防
犯
へ
の
意
識
向

上
、
ひ
い
て
は
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
る
。
一
方
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

の
リ
ス
ク
な
ど
の
課
題
も
考
え
ら
れ
、

ま
ず
は
、
他
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
対
す

る
。
ま
た
、
ご
み
の
出
し
方
の
チ
ラ
シ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
看
板
な
ど
も
多
言
語

化
し
た
も
の
を
用
意
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
利
用
し
て
周
知
、
説
明
し
て
い
る
。

問
：
小
中
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育

に
つ
い
て
。

答
：
市
内
各
学
校
で
は
、教
科
や
道
徳

の
学
習
と
し
て
「
平
和
学
習
」
を
各
学

年
で
行
い
、併
せ
て
、甲
府
空
襲
を
今

に
伝
え
る
展
示
会
で
の
平
和
学
習
を

計
画
し
て
い
る
。
子
ど
も
達
が
こ
れ

か
ら
の
平
和
な
社
会
を
築
く
主
体
者

と
し
て
、戦
争
や
暴
力
の
な
い
平
和
の

尊
さ
や
そ
の
大
切
さ
を
理
解
し
、平
和

な
社
会
を
築
く
た
め
の
思
考
力
や
行

動
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
木
下
友
貴
　
議
員

　
有
泉
　
誠
　
議
員

る
取
り
組
み
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
山

梨
県
警
察
で
は
、
自
治
会
等
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
対
象
と
し
て
「
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
促
進
事
業
補
助
金
」
制
度

も
行
っ
て
い
る
の
で
、
地
域
の
防
犯
対

策
の
一
助
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
、
各

自
治
会
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
く
。

問
：
朝
の
「
小
１
の
壁
」
へ
の
対
応
は
。

答
：
各
学
校
で
は
児
童
の
登
校
前
に
は

校
門
等
を
開
門
し
て
お
り
、
そ
う
し
た

時
間
以
前
に
孤
立
し
て
し
ま
う
小
１
等

の
児
童
へ
の
対
応
は
、
各
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
各
学
校
運
営
協
議
会
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
要
望
等
も
な
い
の
で
、
市
教
育

委
員
会
で
は
、
ニ
ー
ズ
は
高
く
な
い
と

把
握
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
志
村
　
勇
　
議
員

　
福
田
清
美
　
議
員

中央市議会だより13



山
本
　
六
男 

議
員

木
下
　
友
貴 

議
員

消
防
団
の
体
制
強
化
策
は

国
民
健
康
保
険
会
計
の
現
状
に

つ
い
て

地
域
に
根
差
し
た
消
防
力
の
維
持
と
災
害

対
応
力
の
強
化
に
取
り
組
む

国
民
健
康
保
険
の
財
政
の
健
全
化
を

図
り
、
持
続
可
能
な
運
営
に
努
め
る

問
：
消
防
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
。

答
：
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
田
富

地
区
の
布
施
、
山
之
神
地
区
は
団
員
不

在
地
区
で
あ
り
、小
型
消
防
自
動
車
は
、

緊
急
時
に
田
富
第
１
分
団
の
団
員
が

速
や
か
に
出
動
で
き
る
よ
う
、
現
在
も

各
車
庫
に
配
置
し
、
本
団
役
員
が
定
期

的
に
点
検
し
、
常
時
出
動
可
能
な
状
態

の
維
持
に
努
め
て
い
る
。
両
地
区
の
防

災
体
制
は
、
市
内
の
一
般
建
物
火
災
の

発
生
時
に
は
全
団
が
、
一
般
建
物
火
災

以
外
は
、
副
分
団
長
以
上
が
出
動
、
状

況
に
よ
り
地
元
地
区
分
団
が
出
動
し
、

両
地
区
に
限
ら
ず
、
市
内
の
い
か
な
る

地
域
で
も
同
様
に
対
応
で
き
る
体
制

で
あ
る
。
団
員
の
確
保
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
処
遇
改
善
や
訓
練
等
活
動
の

見
直
し
の
実
施
に
引
き
続
き
、
地
域
に

お
け
る
消
防
団
の
重
要
性
を
訴
え
、
併

せ
て
消
防
団
員
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど

問
：
国
民
健
康
保
険
会
計
の
現
状
に
つ

い
て
。

答
：
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、一
人
あ
た
り
の

医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、今

後
も
医
療
費
給
付
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、国
民
健
康
保
険
制
度
の
安

定
的
な
運
営
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏

ま
え
、市
で
は
特
定
健
診
未
受
診
者
に

定
期
的
な
健
診
受
診
の
勧
奨
通
知
、健

診
結
果
に
基
準
値
を
超
え
る
数
値
が

あ
り
受
診
し
て
い
な
い
方
、生
活
習
慣

病
の
治
療
を
中
断
さ
れ
て
い
る
方
へ

医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
通
知
を
送

付
し
、
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
、医

療
費
抑
制
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
、

国
民
健
康
保
険
の
財
政
の
健
全
化
を

図
り
、持
続
可
能
な
運
営
に
努
め
る
。

の
周
知
を
図
り
、随
時
、団
員
を
募
集
し
、

団
員
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
「
機
能

別
消
防
団
員
制
度
」
の
導
入
も
視
野
に

入
れ
、
実
効
性
あ
る
消
防
団
体
制
の
維

持
・
強
化
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
緊
急

時
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
各

部
ご
と
に
独
自
の
訓
練
を
実
施
し
、
火

災
現
場
等
で
の
安
全
な
活
動
に
備
え

て
お
り
、
消
防
学
校
へ
の
入
校
を
行
い

基
礎
教
育
・
幹
部
教
育
を
受
講
し
、
定

期
的
に
会
議
の
場
を
設
け
、
本
団
お
よ

び
各
分
団
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
現

場
対
応
力
と
組
織
力
の
両
立
を
維
持

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、団
員
の
確
保
・

活
動
環
境
の
整
備
に
努
め
、
地
域
に
根

差
し
た
消
防
力
の
維
持
と
災
害
対
応

力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
政
雄
　
議
員

　
福
田
清
美
　
議
員

一　般　質　問

問
：
補
聴
器
購
入
の
補
助
に
つ
い
て
。

答
：
難
聴
は
生
活
や
社
会
参
加
の
範

囲
を
狭
め
、フ
レ
イ
ル
や
認
知
症
等
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
な
り
得
る
。

高
齢
期
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
が
大

き
く
、県
の
補
助
制
度
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
に
鑑
み
、支
援
す
る
施
策
の
一
つ

と
し
て
、補
聴
器
の
購
入
費
用
に
対
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
、
今
定
例
会

に
補
正
予
算
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、補
聴
器
の
購
入
を
た
め
ら
う
こ

と
の
な
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

今
後
も
、加
齢
性
難
聴
や
補
聴
器
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
に
努
め
、加

齢
性
難
聴
は
早
期
に
気
づ
き
、適
切
な

対
応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な

ど
、難
聴
高
齢
者
の
早
期
発
見
・
早
期

介
入
等
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。
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委員会レポート

厚
生
常
任
委
員
会

　

補
聴
器
購
入
補
助
事
業
に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〈
福
祉
部 

長
寿
推
進
課
〉

問
：
補
聴
器
購
入
費
の
補
助
は
、
県

の
要
綱
に
則
っ
て
い
る
か
。 

答
：
県
に
準
じ
た
内
容
で
あ
る
。
非

課
税
世
帯
は
、
対
象
経
費
の
２
分
の

１
ま
で
と
し
て
、
市
の
補
助
上
限
は

５
万
円
、
県
の
補
助
上
限
は
そ
の
２

分
の
１
と
な
る
。
課
税
世
帯
で
本
人

が
非
課
税
で
は
、
対
象
経
費
の
３
分

の
１
ま
で
と
し
て
、
市
の
補
助
上
限

は
３
万
２
，０
０
０
円
、
県
の
補
助
上

限
は
そ
の
２
分
の
１
と
な
る
。

問
：
補
助
対
象
者
を
38
名
と
想
定
し

た
そ
の
根
拠
は
。

答
：
県
の
補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成

創
設
の
際
の
積
算
方
法
を
参
考
に
し

て
い
る
。
ま
ず
、
令
和
７
年
４
月
末

現
在
の
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
別

被
保
険
者
一
覧
か
ら
課
税
・
非
課
税

世
帯
、
課
税
世
帯
で
本
人
非
課
税
の

人
数
を
調
べ
た
。
次
に
、
日
本
難
聴

学
会
研
究
所
の
推
計
値
か
ら
、
県
で

推
計
し
た
難
聴
の
軽
・
重
度
者
と
、

県
の
障
害
者
手
帳
の
交
付
人
数
か
ら

補
聴
器
が
必
要
と
医
師
か
ら
診
断
さ

れ
た
軽
・
中
度
者
の
割
合
に
よ
り
、

軽
度
者
20
名
、
中
度
者
18
名
と
積
算

し
、
合
計
で
38
名
、
片
耳
・
両
耳
で

57
台
と
し
た
。

問
：
家
電
量
販
店
や
通
販
で
買
う
場

合
で
も
補
助
金
は
出
る
の
か
。

答
：
家
電
量
販
店
や
通
販
等
で
販
売

さ
れ
て
い
る
多
く
が
、
全
て
の
音
を

た
だ
大
き
く
す
る
だ
け
の
集
音
器
で

あ
り
、
聴
力
に
合
わ
せ
て
足
り
な
い

音
を
大
き
く
す
る
補
聴
器
と
は
異
な

る
。
よ
っ
て
補
助
対
象
は
、
管
理
医

療
機
器
と
し
て
薬
機
法（
※
）
で
定
め
ら

れ
て
い
る
補
聴
器
と
な
る
。

問
：
予
算
以
上
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

答
：
補
正
の
対
応
を
と
る
。

※
薬
機
法
…
医
薬
品
等
の
製
造
や

販
売
な
ど
に
関
す
る
規
制
を
定
め

た
法
律

予
算
特
別
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

総
合
防
災
公
園
の
人
工
芝
化
の

　

工
事
に
つ
い
て

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
中
央
市
税
条
例
中
改
正
の
件
）

〈
市
民
部 

税
務
課
〉

問
：
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
特
例
と

は
何
か
。 

答
：
現
行
制
度
で
は
、
大
規
模
修
繕

マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
を
、
工
事
完
了
日
か
ら
３

か
月
以
内
に
区
分
所
有
者
か
ら
申
告

書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
適

用
し
て
い
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
等
か
ら
必
要
書
類
の
提
出
が
あ

り
減
額
措
置
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
申
告
書
の
提
出
が
な
く
て

も
適
用
が
可
能
と
い
う
も
の
。
な

お
、
市
に
は
該
当
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン

は
な
い
。

 

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〈
総
務
部 

管
財
課
〉

問
：
中
央
市
総
合
防
災
公
園
多
目
的

広
場
サ
ッ
カ
ー
エ
リ
ア
の
人
工
芝
化

に
係
る
工
事
期
間
は
。

答
：
ま
ず
は
物
品
調
達
を
行
い
、
９

月
こ
ろ
を
目
安
に
工
事
を
始
め
、
完

成
は
、
令
和
８
年
２
月
こ
ろ
を
予
定
。

そ
の
後
、
使
用
料
等
の
改
正
も
あ
る

の
で
令
和
８
年
４
月
の
竣
工
を
目
指

し
て
い
る
。

問
：
今
後
の
管
理
運
営
方
法
は
。

答
：
現
在
、
業
務
委
託
、
ま
た
は
指
定

管
理
が
で
き
る
の
か
調
査
し
て
い
る
。

〈
未
来
戦
略
部 

政
策
秘
書
課
〉

問
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
で
レ
ン
ゲ
ソ

ウ
か
ら
抽
出
し
た
乳
酸
菌
を
用
い
て

製
造
す
る
乳
酸
菌
飲
料
は
い
つ
提
供

さ
れ
る
の
か
。

答
：
令
和
７
年
11
月
の
中
央
市
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
に
お
い
て
３
，０
０
０
本

を
無
料
配
布
す
る
予
定
。

問
：
継
続
的
に
製
造
し
て
い
く
こ
と
、

有
料
販
売
し
て
い
く
よ
う
な
考
え
は

あ
る
か
。

答
：
今
回
の
事
業
は
単
年
度
を
想
定

し
て
い
る
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
感

想
も
聞
く
中
で
、
可
能
性
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
。
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議会だよりもアプリで簡単に読める！
防
災
ア
プ
リ 

配
信
ス
タ
ー
ト
!!

　
　中
央
市
の
新
し
い
防
災
の
カ
タ
チ

　
　
　
　
　
　
　ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
始
ま
る

アプリのダウンロードはこちら！

GooglePlay や AppStore で

「ライフビジョン」と検索し、

ダウンロードも可能です。（無料）

操作が難しいと感じる方は、

下記へお問い合わせください。

総務部　危機管理課

電話番号055-274-8519

3
つ
の
注
目
ポ
イ
ン
ト

　①
防
災
無
線
放
送
を
文
字
と
音
声
で

　
　い
つ
で
も
ど
こ
で
も
確
認
で
き
る

　②
県
や
国
が
発
信
し
て
い
る
防
災
情
報
に
も

　
　簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

　③
さ
ら
に
、
防
災
情
報
だ
け
で
な
く
、
ご
み
収
集

　
　カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
く
ら
し
の
情
報
も
確
認
で
き
る

議会改革推進委員会の取り組み

委員会レポート

予
算
特
別
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

耐
震
改
修
補
助
金
に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〈
産
業
建
設
部 
建
設
課
〉

問
：
歳
入
の
耐
震
改
修
補
助
金
で
、

国
か
ら
の
補
助
金
は
減
額
、
県
か
ら

は
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い

う
こ
と
か
。 

答
：
国
庫
補
助
金
は
当
初
、
耐
震
診

断
20
件
分
を
要
求
し
た
が
、
12
件
の

内
示
に
伴
い
、
８
件
分
を
減
額
し
た
。
　

市
営
住
宅
改
修
工
事
の
国
庫
補
助
金

も
、
内
示
に
よ
り
減
額
し
た
。

　
県
補
助
金
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
補
助
金
で
当
初
３
件
分
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
さ
ら
に
１
件
分
を

追
加
し
た
こ
と
で
増
額
し
た
。

〈
産
業
建
設
部 

産
業
課
〉

問
：
市
内
の
認
定
新
規
就
農
者
向
け

に
県
か
ら
補
助
さ
れ
る
青
年
就
農
給

付
金
の
「
青
年
」
と
は
、
何
歳
ま
で

の
こ
と
を
指
す
の
か
。

答
：
49
歳
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
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議会だよりでは、皆さまから表紙の写真を
募集しています！
今年度のテーマは、
市制施行20周年にちなみ「20」です。
あなたにとっての20にまつわる写真を募集します。
奮ってご応募ください。

※詳細は

HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/13325.html）
をご覧いただくか、 事務局 （055-274-8516） までお気軽にお問い合わせください。

（表紙に採用された方には報償品を贈呈します）

議会改革推進委員会・議員表彰
 

議
会
改
革
推
進
委
員
会

　
議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
議
会
の
責
任

や
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
と
す
る
議
会
改

革
へ
の
取
り
組
み
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
民
と
議
会
の
対
話
集
会
の
内
容

と
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
の
２
つ
に
つ
い
て
を

協
議
し
ま
し
た
。

　
対
話
集
会
は
、
テ
ー
マ
を
中
央
市
の
ま
ち
づ

く
り
と
し
、
対
象
者
を
市
役
所
採
用
５
年
目
以

下
の
職
員
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
け
、
開
催
時

期
を
令
和
８
年
１
月
ま
た
は
２
月
に
行
う
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
で
は
、
県
内
の

各
市
議
会
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
に
よ
る
議
場
内
の
映
像
配
信
に
つ
い

て
、
本
会
議
の
様
子
を
生
配
信
、
あ
る
い
は
録

画
配
信
し
て
い
る
県
内
各
市
議
会
の
運
用
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
経
費
や
運
営
方
法
に
つ
い
て

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
こ
れ
ら

の
事
項
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
調
査
・
協
議
を

進
め
て
い
き
、
結
果
な

ど
の
進
捗
状
況
を
報
告

し
て
い
き
ま
す
。

　山梨県市議会議長会より表彰されました。

　各議員におかれましては、市政発展に尽くされ、その功績が認められたものです。

山梨県市議会議長会表彰

井口　　貢  議員 田中　一臣  議員

議長表彰 議員25年表彰
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市民 の 談話室

　第二次世界大戦の終戦から８月15日で
80年の終戦記念日を迎えます。私は昭和
26年生まれ、歴史などでしか知ることが
できません。父は召集され外地に派遣さ
れましたが幸いにも復員することができ

ました。その出来事の一端を凛々しい姿の写真を出し
て、私が子どものころに話をしてくれましたが、今思
うと戦争の真実に気を遣い、多くは語らなかったよう
に思えます。
　４年ほど前の山日新聞に、山梨市にある根津記念館
で開かれた従軍写真展で「岩山や砂上を行軍する兵士
や、家族宛ての遺書を書く特攻隊員などを収めた写真32
点を展示。出撃を前に乾杯する特攻隊員やフィリピン

で水浴びをする日本兵の写真などもある。記念館の担
当者は「当時の様子を知っている人が少なくなっている
中、写真を見ることで命の尊さや平和について考えても
らいたい」と話している」と掲載されておりました。
　昨今、世界各地で紛争が起こっています。終戦記念
日を前に、命の尊さや平和の大切さを私も考えずには
いられない。

金丸　俊明

江間　政雄
田中　輝美
内藤　　巧 有泉　　誠
志村　　勇 木下　友貴

編集
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市
議
会
だ
よ
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上成島

乙黒　　弘新藤　秀子

地域に根ざして老後を楽しく

　高校の教員を定年退職して26年が過ぎまし

た。退職してすぐに自治会長や氏子総代をしたり

と結構忙しい日々でした。山岳部の顧問をしてい

たこともあって、退職してすぐ、中高年の登山グ

ループ「山梨メイプルクラブ」に入会し、北アル

プス、南アルプス、中央アルプス、八ヶ岳など多

くの山々に登ったのが楽しい思い出です。

 しかし、加齢による体力の衰えは否めず、古稀

をもって登山は止めて今ではもっぱら車で懐かし

い山々の風景を眺め、カメラに収めたりしていま

す。近頃は孫たちの成長が楽しみで、家庭菜園の

無農薬野菜を送ってやったりしています。

 先月は高校の同窓会があり、久々に卒業生たち

と美酒を酌み交わしました。還暦を過ぎた彼らの

立派な生き様をみて感激し、彼らから力をもらい

ました。老年になったら、内に籠らず、できるだ

け多くの人と交流することが、体の健康にも精神

にも大切だと思います。地域の仕事、後輩や老人

クラブの人たち、むかしの山仲間たちとの旅行や

集会には努めて参加して、楽しい老後を過ごすよ

う心がけています。

若　宮

心豊かに生きてゆきたい

　中央市に居を構えて28年。子ども達も手元を
離れ、少し寂しくなった私ですが、何か心豊かに
なる楽しみをと思っていました‥‥
　普段の日々は、民生委員・児童委員（主任児童
委員）、愛育会などの活動をしています。多くの
方々と出会え、そして地域のどなたかのお役にた
つことができ、このような心豊かになる時間をい
ただけたことは、とても幸せなことです。
　最近、やっと楽しみが見つかりました。短歌の
世界です。初心者の私はまだ指を五、七、五と折
りながら歌を詠みます。ひとつひとつの言葉選び
をする、その時間はとても楽しいもので、時を忘
れます。短歌には素晴らしい力があります。自分
の心を知り、心情を整えてくれます。これからも
日常のひとコマの感動を歌にして、詠んでゆきた
いと思います。
　次にご紹介する歌は、齢を重ねていく自分に、
庭に咲くゆりの花を重ね合わせて詠んだ歌です。

　ゆりの木の葉も色付きはじめ庭染める未だ未だ
　み頃枯れゆく日まで

（この歌は山梨新報、しんぽう文芸欄に掲載されたものです）

さんさん
しんどう おとぐろ ひろむひでこ
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